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１ はじめに  

図書館や書店に行った時、本の量が多いために、

自分が読みたい本を見つけるのに30分程度かかっ

たり、見つける事が困難で途中で探すのを諦めてし

まったりすることがあった。図書館や書店の職員、

店員は本の置いてある場所を把握していても、１冊

１冊の内容について知っている人はほとんどいな

いと思われる。よって、自分好みの本があるか探す

には、１冊１冊確かめなければならないので時間が

かかる。また、気になる本を見つけることが出来て

も、読んでみると期待していたものと違うというこ

ともある。 

例えば茨城県立図書館では約132,000冊、ジュン

ク堂書店池袋本店が約1,500,000冊、紀伊国屋新宿

本店が約1,200,000冊の本を取り扱っている。この

ように多くの本の中から探すのは難しく、さらに本

の陳列の仕方は作者順や出版社別が多いため、本の

内容で探すことはできない。 

 このシステムを使うことによって、好きなジャン

ルや個人の好みから簡単に本を検索することがで

きる。 

 

２ システム構成と実行例 

 

START

メニュー
選択

おすすめ検索 作者検索 受賞作品検索 ジャンル検索

検索実行検索実行 検索実行 検索実行

終了

Yes

No

END  
図1．全体のフローチャート 

  図1は本システムの全体のフローチャート

である。図2は検索実行部分のフローチャー

トである。 
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図2.検索実行のフローチャート 

 

 
図3．メニュー画面 

 
図3は、本システムを実行すると出力され

る画面である。この画面から「おすすめ検索」

「作者検索」「受賞作品検索」「ジャンル検

索」のいずれかを選択し、図書検索を実行す

ることができる。 
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２．１ おすすめ検索 
 「おすすめ検索」では、いくつかの選択肢

をチェックしてもらい、利用者の好みや傾向

を判別し、おすすめの本を出力する。 
 

次のうちあてはまるものをチェックしてください 

□ 難しい話が好き 
     

□ 名作をよんでみたい 
    

□ じっくり本を読みたい 
    

□ 現代文学に飽きた 
     

□ 本を読むのが得意 
     

   □ 昔の話が好き         
     

 

図4．おすすめ検索画面 

 

２．２ 作者検索 
 「作者検索」では、50音順に並んだ作者の

中から選び、その作者の作品を出力する。 

 
 

図5．作者検索画面の一部分 
 

２．３ 受賞作品検索 
 「受賞作品検索」では、本屋大賞、直木賞、

芥川賞が受賞年ごとに並んでいる。 

本屋大賞は2004年の第1回から2010年第7回ま

で、直木賞、芥川賞は2006年上半期第135回か

ら2010年下半期第144回までを検索できる。 

 

 
 

図6．受賞作品検索画面（本屋大賞の例） 

  ２．４ ジャンル検索 
「ジャンル検索」では、７つのジャンル中から

好きなジャンルを選ぶことができる。 

・ミステリー ホラー サスペンス 

・ファンタジー SF 

・エッセイ インテリ 

・ヒューマン 

・青春 

・恋愛 

・名作 

 
図7．ジャンル検索画面 

 

３ まとめ 
本システムにより、効率的かつ短時間での本の

検索が可能となる。また、ジャンルや受賞作品な

ど様々な観点から検索することにより、好きなジ

ャンルや個人の好みなど、本の内容から簡単に本

を検索することができる。 

  今後、図書館や書店でもこのようなシステムが

導入されれば、利用者や消費者が本を探すことが

簡単になり、職員や店員に聞く手間を省くことが

でき、自分自身で時間をかけて、探す必要がなく

なる。 

 

４ おわりに 
 今後の課題としては、録音図書データベース作

成したい。図書館や書店において入手したい本が

その場で幾つかのフレーズ視聴できるなど「自分

好みの本」であるか確認できる情報をより多く入

手できるようにしたい。また「自分好みの本」が

なかった場合の対応については、その場で注文が

でき、自宅に配達か書店や図書館で受け取るか等

を選択することができるなど、使いやすいシステ

ムを構築したい。また、近年の電子書籍の普及に

伴い、電子書籍の購入にも対応したシステムに発

展させていきたいと思う。 
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